忠南大学クリニカルクラークシップ報告書 2008. 5. 11～5. 24 by 高瀬 範明
平成２０年５月１１日から２４日にかけて韓国大田市にある忠南
大学医学部にクリニカルクラークシップとして参加しまし
た。参加動機としまして，以前より強く留学への希望があり，
交換留学という形で選択実習中に韓国に行けるということ
だったからです。学生課を通しての留学先として他には中国
もありましたが，近年目覚ましい発達を遂げた韓国の医学に
興味を持ち，日本と比べてどの程度のものか，また韓国の文
化に触れてみたく思い忠南大学を選択しました。病院実習と
して循環器内科と小児科をそれぞれ１週間回りました。
留学前に準備すること
生理学の田村先生が今回の留学をお世話して下さいました。先生から忠南大学の
ジョー先生のアドレスを教えてもらい，英語でメールのやり取りをしました。ま
た，現地でのコミュニケーションは英語になります。留学にあたり試験は無いです
が，英語を勉強しておくと良いかと思います。
持ち物
衣類：半袖で良かったと思います。５月なので夜は冷えるので上着は必要です。
実習用の長袖の白衣，白いシャツ（半袖：５枚ほど），ネクタイ，スーツ聴診器，
パスポート，お金（現地での生活費は３万円で足りると思います。），お土産（沢
山の先生方と面会する機会があります（１５人程度）ので事前にスケジュールで確認して人数分用意すると
良いかと思います。），ノートパソコン（課題があるのでできればあった方が良いと思います。），カメラ，
教科書，電子辞書（できれば）
アクセス方法
富山空港から仁川国際空港（往復５３０００円サーチャージ込み）
仁川国際空港からリムジンバスで大田市（秘書のジニーさんに空港まで迎えに来ていただきました）
気候
日本とほとんど変わりませんでした。実習中はシャツとネク
タイ，その上から白衣を着るので暑く感じました。シャツは半
袖の白いものが良いと思います。
治安
良いと思います。基本的に一人行動は許されませんでした。
食事に行くときも向こうの学生と一緒に行動しました。
物価
日本とかわらないと思います。タクシーや地下鉄，飲み物や
食べ物は若干日本より安いかと思いましたが基本的にかわりま
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せん。
生活
事前に秘書の方とメールで相談して大学の宿泊施設を
用意してもらいましたが現地でホームステイの方が良い
ですよと言われホームステイにしました。学生の一人暮
らしのアパートに泊めてもらいました。泊めてもらった
学生は高校時代を日本で生活していたので日本語がとて
も上手で留学期間中大変お世話になりました。
食事
夕食は毎晩教授の先生方と食べることになっており，
御馳走になりました。
朝ご飯は病院内に食堂や売店があるので利用しまし
た。昼食は一緒に実習をしている友人と近くのレストランに行きました。基本的に辛いものが中心の食事で
す。
課題
循環器内科を回っているときに一症例与えられ，最終日に症例発表をスライドを用いてしました。英語で
の発表となります。パワーポイントを作成しなければならないのでできればノートパソコンがあると良いと
思います。実習終了後に毎日予定が詰まるので結構大変でした。
小児科での実習
小児科では外来見学，心エコー検査室，病棟実習，を見学しました。外来見学では勿論韓国語なので何を
しゃべっているのかわからなかったのですが先生によっては英語で説明して下さった。循環器専門の先生に
おいては身体所見もとらせてもらいました。初診を見たのではなかったのですが，平均一回の外来実習で３０
人程度の患者さんが来院しました。心エコー検査室での実習では ASD,VSD，心内膜症欠損症などの検査を
見学しました。そこには最新のエコー機器が設置されており，心エコー検査中に漫画が流れるような工夫が
されていました。病棟実習では一緒に小児科を回っている生徒とともに実習をし，病状を説明してもらい，
とてもお世話になりました。
循環器での実習
循環器では主に血管造影室で
の見学と，心エコー検査室での
見学を行いました。血管造影室
では午前中だけで７人の患者さ
んのアンギオグラフィーを行い
そのうちの半数近くの人にステ
ント治療を行っていました。造
影室の外では患者さんがすでに
順番を待っており，休む間もな
く検査が行われていました。小
児科と同じで循環器での心エ
コーも最新のエコー機器が導入
されていました。循環器では担
当症例が割り振られ，パワーポ
イントを使っての症例発表も行
いました。ECG を読む機会が
富山大医学会誌 １９巻１号 ２００８年118
たくさんあり，試験もあったのでとても勉強になりました。
一般外科見学
一般外科の手術室見学をさせてもらいました。腹腔鏡を使っての胆嚢切除術を見学させてもらいました
が，手術開始から終了まで２０分足らずで終了しました。甲状腺半葉切除術は１時間と早い手術でありまし
た。しかしながら本学と違い，患者確認，ガーゼカウントといった安全確認は行われていなかったようでし
た。
Local clinic ツアー
生理学の教授に外病院見学ツアーに連れて行ってもらいました。整形，形成外科と歯科クリニックを見学
しました。
整形，形成外科クリニックは３人の形成外科医と１人の整形外科医で運営されており，主に指の切断など
へのマイクロサージャリーが行われていました。見学当日は足のアンピュテーションを見学することができ
ました。４人の先生で１ヶ月で１５０から２００件の手術をされているということでした。
歯科クリニックは５人の先生で運営されており歯科治療台を２０数台を所有するとてもきれいで大規模のク
リニックでした。インプラントから矯正，根幹治療まで幅広く行われていました。
韓国の医学生
韓国の医学生は医学用語を英語で勉強します。韓国語で医学
用語の翻訳はあまりされていないとのことでした。日本の医療
は進んでいると思いますが世界的に見て言語の違いで注目され
にくいと感じました。病院実習をする点において医学生の態度
や考え方といったものは国は違うけれども同じで，とても共感
できる機会が沢山ありました。
感想
２週間の交換留学は最高でした。選択実習の期間が短くなってしまうのが欠点ですが，それ以上に良い経
験が出来たと思っています。留学をする上で試験もなくやる気があれば誰でも可能です。自分自身の世界が
広がるチャンスだと思うので是非チャレンジしてみてください。
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First week: Department of Internal Medicine（Cardiology）
Mon Tue Wed Thu Fri
7:20～7:50 Journal
Resident
Case
Presentation
Journal
Student
Case
Presentation
7:50～8:30 Cardiology conference (Echocardiography room)
8:30～9:00 Morning conference (Auditorium A)
9:00～11:00 Angiocardiography Room
Cardiovascular Structure
Ecocardiography Room
Complications
which can be
occurred
after PCI (in AMI)
11:00～12:00 Lecture Ecocardiography
12:00～1:30 Lunch Time
1:30～4:00 Angiocardiography Room
Circulatory
Examination
System
Circulatory
Examination
System
Lecture
4:00～5:00 Lecture
Medical
Rounding
Lecture
5:00～7:00 Medical rounding (82 ward)
Second week: Department of Pediatrics
Mon Tue Wed Thu Fri
8:00～9:00 Journal club Staff lecture Case conference Topic review Presentation
9:00～9:30
Pediatric rounding
(47ward,
Cardio/Pulmo)
Pediatric rounding
(47ward,
Allergy/Nephrol)
Pediatric rounding
(47ward,
Hemato-Onco)
Pediatric
rounding (NICU) Pediatric rounding
(47ward)
9:30～12:00
Orientation
OPD (Cardio) Cardiac cath OPD (GI)
OPD (Endo)
12:00～13:30 Lunch Lunch Lunch
Lunch
GI conference13:00－14:00
Case discussion
13:30～17:00 OPD (Allergy) Echo room OPD (Neuro)
OPD
(Hemato-Onco)
OPD(Endo)
17:00～18:00
Pediatric rounding
(47ward,
Neuro/GI/Endo)
Pediatric rounding
(NICU)
Cardiology
conference
Pediatric Grand
Round
Feedback
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